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山よ !山よ !山よ !
三回の竜角の音や七回のドラの昔がすると､草の舟の化した舟は殿堂の
前に着いた｡
台詞 ｢勅旨官大人 !着いた !｣｢冗談はよせよ､ここに座っていて膏も暖かく
ならないのに､俺たちを編さないで下さい｡｣｢あなた方を編していると言
うのか｡あなた方は都の出身でしょう｡ここの話の調子を聞いて下さい｡｣
勅旨官が聞いてみると､本当に都の調子だ｡
勅旨官は ｢女将軍､まず俺たちに目を開けさせて下さい !｣と言う｡｢い
いのよ !目を開けてごらん｡｣
目を開けてみると､本当に着いた !本当に都だ｡俺たちは非常に大きな
舟だと思ったが､もともと一つの稲のわらの輪だ｡
神娘は勅旨官と一緒に上陸してから､慮山の兵を遣わして､まず千斤槌
で妖怪をしっかり打付けておく｡
妖怪はちょうど考えながら､占ってみた｡おや !来た !頭をもたげて､
尾を垂れたり､尾をもたげて､頭を垂れたりする｡わたしは彼女がもう倒
されてしまったと思ったが､今度は彼女は召されて来て､自らおとし穴に
かかるだろう｡
歌う 神娘は朝廷の殿堂に案内されて､天宝万歳さまの前に来た｡
神娘 !ここは朝廷の殿堂だ､さっそく心肝を取り出して皇后を助けてく
れ｡
台詞 わたしはまず上奏してみよう｡｢万歳さま､もとから心肝を取り出すべ
きだが､万歳は男の方でわたしは女､男女の別がある｡昭陽宮のその場で
心肝を取り出して､その場で皇后さまに献上しよう｡｣
｢陳神娘､お前の上奏は道理にかなう｡｣万歳さまは神娘を昭陽宮までつ
れて行った｡｢神娘 !｣
β♂
歌う ここは昭陽宮だ､さっそく心肝を取り出して皇后を助けてくれ｡
台詞 神娘の考えでは､ここは他の役所の比ではない｡ここでは早く手を下す
者が仙人になり､おそく手を下す者が滅ぼされてしまう｡
歌う 一口の水を噴出してやるなり､妖怪は直ちに正体を現わす｡
台詞 神娘は金の鈎で蛇妖をしっかり吊っておき､八卦圧身の訣で万歳さまを
近寄せる｡神娘は唱える｡
歌う 万歳さま､万歳さま､あなたの皇后の姿は変だ｡
人間の頭､蛇の体､体の肉が銀のように白い｡
台詞 万歳さまの考えでは､｢朕の皇后は髪の毛が黒く､皮膚が白い｡彼女の言
う姿が全く違っている !｣万歳さまは彼女の言うことはちょっとおもしろ
いと思って､竜の模様のある寝台の中を見るや｡
歌う 神娘は妖怪をひっぼり出すと､妖怪は鱗を開けて万歳さまの顔にぶつ
かった｡
万歳さまはびっくりして転がった｡慮山神娘はにこにこ笑う0
台詞 ｢万歳さま !あなたは惜まずにこの妖怪を斬ることを許すか｡それとも､
斬ってしまうに忍びないで､そこに置いたままよく見るか｡｣｢斬って !妖
怪を斬ってくれ !｣と万歳さまは言う｡
歌う 千年の妖怪を滅ぼすべきで､万年の妖魔の種を絶つべきだ｡
一本の神剣を振回すと､蛇婆は頭が断たれ､血塗れになる｡
火で妖怪の頭を焼いて消滅させてから､昭陽宮の中は太平になる｡
ひつ
台詞 神娘は妖怪の戸を冬瓜を切るように切った｡｢万歳さま !石の柾はある
か｡｣｢石の柾はある｡｣｢鉄の拒はあるか｡｣｢鉄の柾はある｡｣｢鉄の柾を運
んで来て下さい｡｣
神娘は神の呪文を唱え､印を結んだ｡千年までも朽ちず､万年までも腐ら
ない｡妖怪の戸を鉄の柾に入れて､蓋をする｡神娘は呪文を唱えると､鉄
の板は石の柾に化す｡
｢慮山の兵 !｣と神娘は言う｡｢はい !｣
歌う この柾は臨水廟に置かれた｡その後､神娘は悟りを開く時に臨水官に休
む｡
石の栃が臨水廟に置かれ､万歳さまはゆっくり話しだす｡
dJ
神娘の法力は実にすぼらしい､おかげて妖怪が退治され､君王が助けら
れた｡
妖怪を退治した｡皇后を救助する｡
慮山神娘は骸骨を並べておき､白骨煉丹の法で皇后を救助する｡
麦粉を体に変じ､酒を血に変じ､赤や緑の糸を筋にして並べておく0
魂を戻す髪を頭につけ､魂を戻す衣を体にかけておく｡
霊験のある符呪四枚を貼り､生き返らせるために胸に貼っておく｡
お香を焚く前に､祖師の案をしっらえ､壇に立って法を行って人間を助
ける｡
神娘は祖師の壇を立てる｡
頭に神雲や神額をかぶり､身に神衣や神袴を着る｡
足もとに占い具が置かれ､手で印を結び､ロで産山の玄妙な法の本を唱
える｡
九層の台に変じられる九枚の紙や､四本の竹竿に変じられる灯心草を取
り出す｡
三に三をかけて､手で九回続けて印を結ぶと､九層の台が高々と誓える｡
神娘は九層の台の上に上がって､壇に立って法を行って威風を示す0
左手に鈴を持ち､右手に竜角を持って､竜角の音がぴいぴいと霊壇にひ
びく｡
二回目に竜角がぴいぴいとひびいて､その昔が産山､茅山にひびきわ
たった｡
神兵､神将､雷兵､地将､三壇の神々は得勝壇に集まる｡
三回目に竜角が雷の震えるように､その昔が冥土までひびいた｡
奈皇后は竜角の音を聞くと､その呼び出しに応じて急いで香壇に上がる｡
内壇娘々馬-駕､皇后さまは生き返って来る｡
生き返って来ると､手足をひくひくと動かし､生き返って顔立ちももと
のようになる｡
生き返ってしゃっくりもでき､大声で叫び続ける｡
わたしは死んで苦しんでいたが､どこからの恩人が助けてくれたのか｡
慮山神娘が救いの神だと分ると､身を起して大恩人を拝む｡
〟
天宝万歳さまは喜んで､陳神娘に話しだす｡
台詞 神娘 !お前は妖怪を退治して皇后を生き返らせた功労は大だ｡三十六人
の妃をも生き返らせてくれないか｡
台詞 神娘は三十六人の妃を助ける｡その骸骨を一握り､一握で取り出して､
天秤にかけてから､神娘は白骨煉丹の呪文を唱える｡
歌う 麦粉を体に変じ､酒を血に変じ､赤や緑の糸を筋にして並べておく｡
左の心肝や肺腎は､黄色い木や黄金を変じさせる｡
変じた心肝が胸の中に入れられ､内臓全体がそろう｡
魂を戻す髪を頭につけ､魂を戻す衣を体にかけておく｡
各各霊験のある符呪四枚を貼り､生き返らせるために胸に貼っておく｡
神娘は手で印を結んで､何回も整えてやると､人間の姿に変じさせる｡
その前で祖師の案をしっらえて､壇に立って法を行って三十六人の妃を
助ける｡
左手に鈴を持ち､右手に竜角を持って､竜角が三回続けてひびく｡
竜角の音が望郷台にひびきわたって､三十六人の妃が竜角の呼び出しに
応じて香壇の上に上がる｡
内壇娘々三十六駕､三十六人の妃が生き返って来る｡
生き返って来ると､手足をひくひくと動かし､生き返って顔立ちももと
のようになる｡
生き返ってしゃっくりもでき､大声で叫び続ける｡
姉妹たちは死んで苦しんでいたところで､どこからの恩人が助けてくれ
たのか｡
慮山神娘が救いの神だと分ると､身を起して大恩人を拝む｡
万歳さまは喜んで､神娘に話しだす｡
台詞 神娘 !お前は三十六人の妃を生き返らせた功労は大だ｡お前はさらに四
十八人の妾をも生き返らせてくれ｡
｢万歳さまは満足ということを知らない｡わたしは三十六人の妃を生き
返らせたが､さらに四十八人の妾を生き返らせてくれと言う｡四十八人の
妾を生き返らせるなら､さらに宵宮や宮仕えの女をも生き返らせてくれと
言うだろう｡わたしは先に上奏してみよう｡｣と神娘は心の中で思うと､
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｢万歳さま !四十八人の妾さんを助けるべきだが､百官や宮仕えの女たち
は別にして下さい.｣と言う｡｢神娘 !お前の言うことは道理にかなう｡｣
神娘は宮中の骸骨を全部運び出して､天秤にかけてみる｡骸骨には軽い
ものもあれば､重いものもある｡重さ一銭のものもあるが､察皇后さまの
骸骨がもっとも重く､重さは一両三銭三だ｡
歌う 陳神娘は骸骨を並べて､白骨煉丹の法で人を助ける｡
麦粉を体に変じ､酒を血に変じ､赤や緑の糸を筋にして並べておく｡
左に変じた心肝や肺腎を入れておき､内臓全体をそろえる｡
黄木や黄金を､心肝に変じて胸に入れておく｡
魂を戻す髪を頭につけ､魂を戻す衣を体にかけておく｡
各各霊験のある符呪四枚を貼り､生き返らせるために胸に貼っておく｡
神娘は手で印を結んで､何回も整えてやると､人間の姿に変じさせる｡
台詞 陳神娘は壇に立って法を行って人を助ける｡
歌う 左手に鈴を持ち､右手に竜角を持って､竜角の音が三回ドゥドゥとひび
く｡
竜角の音が五方へひびきわたると､四十八人の妾が竜角の昔を聞いて香
壇に上がる｡
内壇娘々馬四十八駕､四十八人の妾が生き返る｡
姉妹たちは死んで苦しんでいたが､どこからの恩人が助けてくれたのか｡
慮山神娘が救いの神だと分ると､身を起して大恩人を拝む｡
万歳さまは喜んで､神娘に話しだす｡
妖怪を退治して皇后や妃たちを助けた功労は大だ｡竜鳳紅茶を神娘に賜
わる｡
神娘は竜鳳紅茶を受取ると､竜鳳紅茶を地面に地り出す｡
地面に触り出された竜鳳紅茶は､紅州の火事を消火する｡
万歳さまは怒り出して､神娘をぽんぽん罵りつけるO
お前神娘 !竜鳳紅茶を地面に地り出して､殿堂で君王を侮ることは大罪
になるのだ｡
台詞 わたしは妖怪を退治して､皇后を助け､三十六人の妃や四十八人の妾を
助けて上げたのに､一膳のお茶を地り出したことだけで､わたしが殿堂で
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君王を侮ったと言う｡わたしは実状を上奏しよう､と神娘は考えた｡
歌う 万歳さまに上奏申す｡紅州の火事が三昼夜続いて､百姓たちが害された｡
竜鳳紅茶を地面に地り出したのは､紅州の火事を消火するためだった｡
台詞 ｢お前の法力が大きいと言われるが､お前はみずから尊大ぶっている｡
お前がここでお茶を地り出して､紅州の火事を消火できるものか｡ここか
ら紅州へ急いで馳せおもむいても､七昼夜でやっと着く｡お前の言うこと
が本当かどうか分からない｡まずお前をしばらく牢屋に入れておこう!｣
歌う 万歳さまはばか者だ｡神娘は牢屋に入れられて苦しみを受ける｡
内壇娘々馬-駕､神娘は牢屋で苦しんでいる｡
台詞 ｢ここに閉じ込められた以上､じっとこらえよう｡天下を見回って民衆
を助けたが､こんな難儀はなかった｡これは国家の綻だから､しばらく堪
えよう｡七日間立つと､火事を知らせる文書がきっと都に来るのだ｡｣と神
娘は言う｡
歌う この ｢夫人伝｣には慮山の法のことはさておき､七日目に火事の知らせ
が都についたO
通政校門という役所で登録し､校門の太師官は君王に上奏する｡
五更三刻に君王は殿堂に登り､金の鐘､玉の太鼓の音がひびきわたる｡
鼓楼の上では太鼓の音がひびき､鐘楼の上では鐘が鳴る｡
大黄の音がひびき､鐘が鳴って､文武の役人が朝廷に参内することを催
促する｡
文官たちは東方門から入り､武官たちは西文門から入る｡
君王の親戚は中門から入り､上下三つの階段の下で臣は君王に謁見する｡
君王は宮殿の中に座って話しだし､臣に会って勅命を出す｡
用があれば､この場で上奏し､用がなければ午朝門を出て帰れ｡
文武の役人は上奏書がなく､大師官だけは歩き出て君王に上奏する｡
臣は万歳さまに上奏することがあり､その事情を申し上げる0
紅州では火事が三昼夜続いたので,百姓たちが害された｡
五更三刻に三陸の赤い大雨が降って､紅州の火事を消火した0
上奏したことは大切なことだ｡紅州に十万両の救済の銀を与えるように｡
田畑の税を免除するように｡文武の役人は君王に拝謝する｡
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勅旨に拝謝してから午門を出て､文武の役人は朝廷を離れて行く｡
台詞 ｢神娘の法力は本当にすぼらしい｡一膳のお茶を地面に地り出すと､紅
州の火事を消火した｡功があるから封じてやるべきだ｡陳十四を宮殿に連
れて来させ､功によって封じてやる｡｣と天宝さまは言う｡
｢万歳さまに感謝申し上げる !｣陳十四を牢屋から出して､宮殿で万歳
まさに謁見させる｡
歌う 神娘 !神娘の玄妙な法力は本当にすぼらしい｡朕はこの宮殿でお前に栄
典を賜わる｡
慮山で法の伝授を受けた功労は大だ｡朕はこの宮殿で一つの恩典を与え
る｡
道中で妖怪を退治して来たが､銀を受取らない､朕はこの宮殿で二回目
の恩典を与える｡
南江の蛇妖を斬殺する功労は大だ｡朕はこの宮殿で三回目の恩典を与え
る｡
南江の海賊を退治した功労は大だ｡朕はこの宮殿で四回目の恩典を与え
る｡
妖怪を退治して皇后を助けた功労は大だ｡朕はこの宮殿で五回目の恩典
を与える｡
三十六人の妃を助けた功労は大だ｡朕はこの宮殿で六回目の恩典を与え
る｡
四十八人の妾を生き返らせた功労は大だ｡朕はこの宮殿で七回目の恩典
を与える｡
紅州の火事を消火した功労は大だ｡朕はこの宮殿で八回目の恩典を与え
る｡
内壇娘々馬八駕､君王の八回の恩典を受けた陳太陰｡
台詞 以上は八回の恩典､後さらに二回の恩典､君王の十通の勅旨､陳十四大
徳女神さまは十回の恩典や十通の勅旨を賜わった｡
歌う 昭陽宮で祝宴を催し､君王は神娘に輿を賜わる｡
神娘はこの輿が気に入るが､まずこの国の都にあずけておく｡
神娘は悟りを開く時に､この輿に乗って都を出ることにしよう｡
♂♂
神娘 !外国から責物の玉仙亀を捧げて参った｡この一対の玉仙亀をお前
に与える｡
台詞 万歳さまのお考えは分らない｡黄金､白銀､絹などを与えず､わたしに
亀を賜わった｡断れば､わたしが宮殿の中で君王を侮ると言うだろう｡こ
れを持っていれば､神娘が銀を受取らないと言うのは口先だけだと他人に
言われるだろう｡仙亀を受取れば､噂されるのだ｡ああ !まず､これを
持って行こう｡さらによく考えてみようと神娘は思った｡
歌う 万歳さま !わたしは玉仙亀を大切に致す｡神娘は亀を持って旅立つ｡
皇后や妃は見送り､文武の役人も神娘を見送る｡
内壇娘々-駕雲一片､慮山神娘は雲に乗る｡
雲に乗って王国の都を出て､天下を見回って民衆を助ける｡
♂7
